
2660地区のクラブで初めてディスカバリーグラント No.１３ 平成１６年１０月１３日 
(現個人向け補助金)視察のための補助金を申請され、
無事許可となっています。 

 
本  日  の  卓   話 
１０ 月 １３ 日 （水） 
｢米 山 月 間｣ 

  地区米山奨学会 北川 哲 副委員長 

このように、私達クラブも見習わなければならない 
点、又今回職業奉仕ということですが、ともすれば、

クラブ会員の職場を訪問し、それが職業奉仕となって

いるような現状から、地区の立場から今後の職業奉仕

のあり方も含め、お話頂けたらと思います。  
■例 会 記 録  
第２２１０ 回例会 １０月 ６日（水）曇  

■幹 事 報 告          久保義誓幹事 ●国家「君が代」斉唱       
１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 ●ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱  

●ゲスト・スピーカーご紹介 １）ＧＳＥアルムニ 余田佳子オルガンフェストの案

内 11／７（日）14：00 開演  於：ドーンセ
ンター７Ｆホール  入場料：前売り 3,000円 

 岩本洋子様（地区職業奉仕委員長） 
 

２）ガバナー・エレクト業務開始の案内 10／１開設 
所在地：現ガバナー事務所 

※１０月会員誕生   高島、橋本（陽） 
※１０月結婚記念   日野岡、野田、戸川 
※１０月入会記念   武智 ３）職業奉仕ビデオ「職業倫理―コンプライセンス、

職業倫理そしてＣＳＲ」(約 25分)の案内         
４）米山梅吉記念館「館報」  
５）ロータリー100周年記念専門職務奉仕賞に関して
（候補者推薦）    

■会 長 の 時 間         長澤利治会長 
本日は、地区職業奉仕委員長に卓話をお願いしてお

ります。委員長は、そねざきRCで、皆様もご存知と
思いますが、女性会員の多いクラブということと、大

森PGがガバナーの時に拡大されたクラブで、早くも
１０年を迎えたということです。 

２、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）大阪鶴見ＲＣ創立 20周年の案内 11／６（土）  
２）府立茨木養護学校体育大会出席の御礼状 
３）茨木ＲＡＣ「慶徳会子供の家の運動会」の案内  

11／7（日） 場所：徳秀苑  MU料：3000円 さらに、大変活動的なクラブで、私達茨木RCがイン
ドネシア・ジョグジャカルタRCとWCS活動をして
いますが、同じインドネシアでも、インドネシアから

独立した東ティモールに対しWCS活動を行っておら
れます。（委員長も行かれたそうです） 

４）赤十字血液センターより「献血受付時の本人確認 
  の全国実施のお願い(10／1以降) 
５）茨木市赤い羽根共同募金の依頼 
６）高槻西RCより概況書と会報 
  
■委 員 会 報 告 ■出 席 報 告 
社会奉仕委員会         笠原隆之助委員長 第２２１０ 回例会 前々回（第２２０８ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３０ (９) 17  4 81 ％ 1 95.24 ％ 
 赤い羽根共同募金にご協力お願いします。 
バッジ 500円、  スルットKANSAI  1,000円 

  



■卓  話 
「１０月・職業奉仕月間にお願い 
～教育の場へロータリアンの職業奉仕を～」 

地区職業奉仕委員会 岩本洋子委員長 
 

▼ ロータリー１００年の歴史で最も古くから提唱さ

れている職業奉仕ですが、２１世紀の職業奉仕を

考えてみます。それは、「内なる職業奉仕」と「他

者への職業奉仕」の二面と言えるのではないでし

ょうか。 
▼ 「内なる職業奉仕」とは、ロータリアンが自らの

職業倫理を高めること、全うすることです。具体

的に言えば、テレビカメラの前で「誠に申し訳あ

りません。うそを言いました。」と謝罪するよう

な事態にならないこと、職業倫理を全うし、自己

研鑽を怠らないこと、これがロータリアンに求め

られています。 
▼ 「他者への職業奉仕」とは、自分の職業経験を社

会に還元することです。ロータリアンは社会に役

立ちたいと考えて、ロータリー活動をしています

が、「鍵」は自己の職業にあると知るべきです。

毎日の仕事が、他者への情報や手本であると自覚

し、積極的に社会に還元すべきです。 
▼ 今、日本は変革期にありますが、教育分野での遅

れが目立ちます。青少年にとってロータリアンこ

そ彼らの未来や職業情報の宝庫であることを自覚

すべきです。ロータリアンの皆様に青少年教育の

場に出て行う職業奉仕活動、自分の職業について

経験や信念を語ることをお願いしたいと思います。 
▼ 大阪市内はロータリークラブが地域に密着した活

動がしにくい所です。茨木市のような衛星都市の 
ロータリアンは小中学校に出前講座など、教育の

現場で職業奉仕がしやすい環境にあります。１２ 
月の地区大会で講演をされる地区職業奉仕委員

会の畑田耕一委員（豊中RC）は出前講座の先駆 
者の一人です。多くのロータリアンにこの講演を

聞いて頂き、小中学校の教育現場での職業奉仕を

お願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ニ コ ニ コ 箱         日野岡Ｓ.Ａ.Ａ 
※結婚記念          日野岡、野田、戸川 
※ホームクラブ皆出席           日野岡 
※岩本さん卓話ありがとうございました     簡 
※岩本委員長様ご出席有難うございました   大森 
※米山月間に入りました 皆様方の米山記念奨学会寄

付にご協力よろしくお願いします      山田 
 
本日計３０，０００円  累 計８４５，４２０円 

 
 
■次 回 卓 話 

「３分間スピーチ」（歓送迎会） 
野田会員、大木会員  
戸川会員、野口会員、 
高島会員、日野岡会員 

 
 

職業奉仕フォーラム 
日時：２００４年１０月６日（水） 
   例会後１３：３０～１４：００ 
場所：例会場 
司会：戸川職業奉仕委員長 
 
 岩本委員長の卓話を受けて、この茨木地区を、出前

授業のモデル地区にしてほしいとの要請がありました

ので、茨木地域でも検討して行きたいと思います。(茨
木の２つのクラブとも相談しますが) 
早速、アンケート用紙にご記入いただきます。 
・ご自分が、小中学校でどういう話が出来るか 
・参考までに他のロータリアンでふさわしい方があれ

ばご紹介下さい 
（２６６０地区の出前講師一覧表を配布） 

 
   
 


